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日 時 平成 15 年 7 月 12 日 ( 土曜日)

午後 1 時 0 0 分 -

会 場 有壬記念館 2 階

I．救急隊関連部門

1 　 小 児 虐 待 を 疑 っ た 1 症 例

斎藤和夫

新潟市西消防署

今回暴行によ る幼児死亡事件に出動 した救急隊

の視点 か ら児童虐待に つ い て考察した .

1 歳 6 ケ月の 女児, 状態 は C P A . 保護者の 矛盾

する説明, 服 の汚 れ, 身体各所 の打撲痕等か ら虐

待を強く疑っ た . 虐待事例で は, 保護者が事実 を

隠そうとする ため情報が乏 しい . 身体観察, 環境

観察か ら虐待を疑う こ とも必要で ある が, け っ し

て 問い 詰 めた り, 犯人扱い するような言動 はすべ

きで ない . 救急隊に対する無視, 反感 の 感情を排

し無用な混乱 を防 ぐ 新潟県の 児童相談所におけ

る虐待相談処理 件数 は こ の 5 年間で 10 倍の 増加

で ある . 児童福祉法, 児童虐待の 防止 に関する法

律により, 虐待児の 通告義務, 早期発見 の 努力義

務が規定 されて い る . 新潟市で は, 地域の 児童虐

待防止ネ ッ ト ワ
ー

クが構築さ れて おり情報提供が

子供の 救命につ なが る . 観察に お ける的確な身体

所見の 把握, 迅速な処置, 情報収集能力に つ い て

常 に感性を磨く こ とが救急隊の 使命で ある .
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2　小学6年生への心肺蘇生法講習会の取り組み

ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 に つ い て

川井桂・吉川恵次・渡辺正友

原田美江・行田祐樹・江口純子

新潟医療技術専門学校救急救命士科

本校救急救命士科 2 年生 は , ｢9 月 9 日救急 の

日+ に小学 6 年生 へ の 心肺蘇生法講習会を実施 し

て い る .
こ のこ取り組み は教育的効果を本校学生と

小学 6 年生の 双方 に期待するもの である が, こ れ

を明らか にすべ く, 本校学生および小学 6 年生を

対象にア ン ケ
ー

ト調査 を実施 した .

学生 は, 講習会を通じて心肺蘇生法に関するよ

り正確な知識 ･ 技術の 必要性を改 めて認識すると

と もに, 教える事の 難 しさ, 小児 へ の接遇 を体験

的に学習 でき た .

一

方, 小学 6 年生 は心肺蘇生法

の 知識 ･ 技術を学びなが ら生命の 尊さ, 助 け合う

事の 重要性につ い て学習できた .

さら に ア ンケ ー トか ら
, 蘇生法の 教育は心身の

発達と共に, 年齢にあわせ た技術
･ 知識を小中高

で
一

貫して学習 して い く事 が もっ と も効果的で は

ない か と考察さ れた . こ の 意味で は , 講習対象を

小学 6 年生 と した こ とは まずは妥当で あろう と考

えられた .

ア ン ケ ー トで は
, 小学 6 年生 の 約 5 0 % が ｢ 心

肺蘇生 法 が で き る ように な っ た+ と 回答 した が ,

小学生の 心肺蘇生法習得に つ い て正 しく評価する

方法 を検討する こ と が課題 と考えられ た .

3 　 長 岡 市 に お け る 応 急 手 当 講 習 の 状 況 と 効 果 的

な普及活動に つ い て

― 参 加 者 ア ン ケ ー ト の 実 施 結 果 か ら ―

伊津靖夫・小西和則・安達哲浩

野村栄行

長岡市消防署

【目的】

長 岡市消防本部 で は, ｢ 普通救命講習+ と ｢
一

般講習+ の 2 種類の 応急手当講習を救急隊員が中

心とな っ て市民 に行っ て きた が, 心肺停止患者に

対す る バ イ ス タ ン ダ ー C P R の 実施 は, 2 4 .2 % と

低 い 状況で増加 が見られず, 救命率の 向上 につ な
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が っ て い ない .

｢ 的確 な バ イ ス タ ン ダ ー の 養成+ を行うた め の

効果的な普及活動 に つ い て探る こ と を目的に , 応

急手 当講習会参加者に講習終了後ア ン ケ
ー

ト調査

を実施 した の で , その 結果 に考察を加 え報告する .

【ア ン ケ ー

ト調査等】

設問 は, ｢ 受講者の 参加意欲+ , ｢ 講習実施後の 修

得度+ , ｢ バ イ ス タ ン ダ
ー と して の 意識付けの 度合

い+ 等 9 項目に つ い て行い , 講習受講者71 8 名か

ら回答を得た .

【考察】

ア ン ケ
ー

トか ら把握 された講習会の 問題点等
･ 講習会参加者 の 意欲, 修得度 の 自己評価 , バ イ

ス タ ン ダ
ー

の 意識付けは両講習会とも全く差 が な

か っ た .

･ 普通救命講習 で は , 同講習受講経験者 が 2 9 %

あり, 受講後の再講習につ い て も, ほぼ全員が希

望 して お り, 積極性が見 られた .

･ 講習指導員 は,
一

般講習で の 実技修得に疑問を

示 し, 普通救命講習 の 効果を感じて い た .

効果的な普及活動 につ い て の対策
･

普通救命講習 の 促進
･ 普通救命講習 の 広報の 強化

･
一

般講習受講者に対する普通救命講習受講 へ の

動機付け

･ 一 般講習 の
一 定期間内連続受講 の プロ グ ラ ム 化

とその 格付け

4 救急搬送された関係者から見た救急隊員の 接

遇に つ い て

早川 信幸 ･ 五十嵐 修 ･ 佐藤 博之

長岡市消防署

【は じめ に】 救急業務の 改善の ため, 救急要請す

る関係者の意識を探り, 救急活動を円滑に行うた

め の 救急隊員の 接遇 につ い て調査を行 っ た .

【方法】 平成 1 4 年 8 月 か ら 1 2 月の 5 ケ月 の 救

急搬送の 約 5 % を対象に, 到着時の 印象か ら搬送

中の 活動内容等に つ い て 接遇面 を中心に ア ン ケ
ー

ト調査 した .

【結果】 期間中の 21 16 件の 救急出動中4 .5 % 96

名 ヘ ア ン ケ
-

トを郵送 し, 7 0 名回収率73 % か ら

回答を得た . 救急 隊到着時の 印象は良好で あ っ た

が
, 処 置の 説明 は約半数 に し か伝わ っ て おらず,

関係者の 救急隊員に対する印象は応急処置 , 病院

選定, 搬送の 時間と と もにやや低下 して い た .

【考察】救急活動で は, ①患者 ･ 関係者の 理解度

を確か め ながらの 活動 ②相手の 要求の把握 ③

必要な情報の収集 の観 点か ら救急隊員の 接遇が

重要で あり, 平易な言葉づ か い , 適切な声掛け等

によ る十分 な説明を, 活動隊員の 誰 もが で きるよ

う訓練 して おく必要が ある .

5 長岡赤十字病院における 20 0 2 年度大規模災

害発生時の シミ ュ レ ー シ ョ ン

ー 傷病者 の所在の明確化と吉肝ヨ間の 連携 一

八百板あい 子 ･

目黒 信子 ･ 小林 洋子

長岡赤十字病院救命救急セ ン タ ー

当院で は多数 の 傷病者が来院した場合の シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン を 1 99 8 年よ り実施 して い る . 2 00 1 年

度 の シ ミ ュ レ
ー シ ョ ン で は, 傷病者の氏名や 所在

が明ら か にで きなか っ た り, 手術に搬送 した傷病

者が まち が っ て い たりと い う混乱 があ っ た .

今回は, 正確に傷病者の動向を捉える事がで き

るように, 傷病者
一 覧ボ ー

ドを作成し傷病者の所

在 の 明確化 と部門間の 連携に効果を上げる こ と が

で き た . 傷病者
一

覧用紙 はあら か じめ作成 されて

お り, 災害 発生 時 に ボ
ー ドに 張 っ て 使用 す る .

C T
･

手術
･ 入院棟など作成された マ グ ネ ッ ト版

が ある . そ の マ グネ ッ トの移動で傷病者の 所在と

予定が わか る .

傷病者
一

覧ボ
ー

ドの 活用結果 と して , 中重傷 エ

リ ア 担当 の 看護師82 % が傷病者の 所在が確認 で

きた と答えて い る . 検査 ･ 放射線部門より, 結果

を届ける際, 所在の 確認 がで き有効だ っ たと評価

された . 傷病者 の所在, 手術
･ 入院予定 の病棟な

どが 一

目で確認で き, 傷病者を中心に部門間で の

連携が取りやすか っ た . 傷病者 一 覧ボ ー

ドより傷

病者が リス ト作成され, 安否調査などの 問 い合わ

せ に対応 で きるように な っ た .

今後 の課題 と して は, タ ッ グよりの 氏名表示 の




